
主目的 5 23 1

副目的

款 項 目 大 中

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

劣化した道路の舗装補修を実施することにより、車両や歩行者の安全で快適な通行を確保

する。

内容

（手段）

◆２４年度実施内容

・幹線道路は路線毎に計画的な舗装補修を行うとともに、市内一円で発生する小規模な破

損に対処する舗装補修を行い、道路機能を維持した。

・職員は、委託、工事の設計積算及び施工管理を行う。

◆２４年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

舗装設計業務委託　　　　　（委託料：　４９，９５５千円）

篠岡一丁目1号線　４３０ｍ、春日井犬山線　２５０ｍ

その他舗装設　９路線  ３，５８０ｍ　 路面管理業務委託　９件　１２，７１８㎡

【工事内容】

舗装補修補修工事　　　　　　（工事請負費：１２８，２１１千円）

トラックターミナル１３号線　３８２ｍ、小坊田１号線　５５７ｍ、東向田１号線　３０９ｍ

文津岩崎線　１０９５ｍ、犬山公園小牧線　７０１m、西洞線　２２８ｍ

その他舗装補修　４路線　４，０７９㎡
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その他舗装補修　４路線　４，０７９㎡

◆２５年度直接経費の内訳

【委託業務内容】

舗装設計業務委託　　　　　（委託料：　１１，０００千円）

西洞線　２５０ｍ、古雅三丁目１号線　３５０ｍ、小牧駅前線　４５０ｍ

春日井犬山線　３００ｍ、小針青山線　１７０ｍ、牛屋線　３００ｍ

その他舗装設　 ２，９００ｍ　　ゾーン３０

【工事内容】

舗装補修補修工事　　　　　　（工事請負費：２６６，６００千円）

犬山公園小牧線　６８０ｍ、篠岡一丁目１号線　６５０ｍ、西洞線　２２０ｍ

古雅三丁目１号線　３５０ｍ、小牧駅西線　２７０ｍ、春日井犬山線　２５０ｍ

柏森線　１００ｍ、小針青山線、１７０ｍ、牛屋線　３００ｍ

その他舗装補修　１１，５００㎡　小規模舗装補修　１７，２００㎡

カラ－舗装（部長マニフェスト、ゾーン３０）
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事業の

達成状況

住民からの要望や日常の道路パトロールにより確認され、劣化した舗装を計画的に

補修することにより、安全で快適な道路環境の維持が図られている。
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事業実施におけ

る課題

他の占用事業者と連絡を密に行い、舗装工事を同時施工を行うことで、工事費の軽

減を図る。
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一次評価のとおり。

道路舗装の補修は、車両や歩行者の安全で快適な通行を確保する上で不可欠であ

るため、事業の廃止を行えば道路環境の悪化につながることになると考える。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

維　持

維　持

中部土地区画整理及び桜井土地区画整理等は竣工後、約30～40年経過しており、

生活道路の舗装の劣化が激しい。安全で快適な道路環境を維持するため、計画的に

舗装補修工事を必要とし、その他舗装補修工事費の増額を行った。

判　定　理　由

事事事事
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２６年度以降

の改善案

幹線道路について、平成２６年度に国策事業として、道路ストック総点検の路面性状

調査を計画しており、その結果を基に舗装補修修繕計画を策定をする。なお、工事に

ついては今後、社会資本総合交付金を活用しながら、実施していく。

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

中部土地区画整理等の生活道路は劣化が激しいため、計画的に舗装補修を行い、またあわ

せて日常の道路パトロールにより発見した劣化箇所を随時補修することにより、一般交通の通

行の安全を確保していく必要があるため、維持とした。

判定理由

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）


